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小中学生のための無料塾みんなのひみつきち

私たちは、全国でも珍しい高校生だけで経営する無料塾みんなのひみつきちを立ち

上げました。この名前は、秘密基地で遊んでいる子どものような、無邪気な笑顔に

なってほしい、との思いが込められています。

その名のとおり、ここは高校生が教える小中学生のためのアットホームな塾です。

この塾に参加するための条件はありません。どなたでもOKです。

～目の前の人を笑顔に～



(1)無料塾みんなのひみつきち

教材はなく、小中学生がその日に学びたいものや教科書などを持って来てもらえれば、

なんでも教えます。またここでは、勉強だけでなく月に１回工作教室や料理教室を行った

り、七夕やハロウィンなど季節に

合わせたイベントを特別教室とし

て行ったりしています。

申し込みは、QRコードから→

LINE登録をして、そこから申請

をしていただきます。まずは体験をしてもらい、

その後正式に参加してもらいます。

時間：毎週日曜日 午前10時から11時30分まで

場所：春日井市鳥居松町６丁目5-1 丸十ビル１階

(2)無料塾を支える「つなぐっず」

みんなのひみつきちを運営するにあたって、その経費を部員だけで賄うのは限界がある

ので、この取り組みを応援していただくための仕組みが「つなぐっず」です。

地元のお店をはじめとした協力店に特定の商品やサービスを「つなぐっず登録商品」と

して販売してもらい、その売り上げの一部を私たちの活動の経費にさせていただくという

ものです。協力店には、私たちがお店のポスターやポップをデザインしたり、出張販売の

際には一緒に販売するなど、できる範囲で支援させていただいています。

私たちの事業に興味がある、または賛同していただけるお店や企業の方はお気軽に問い

合わせフォーム（表紙QRコード参照）よりご連絡ください。「つなぐっず」については、

ホームページや公式Instagramの投稿でもご確認いただけます。

「つなぐっず」は、第７回全国高校生ソーシャルビジネスプロジェクト（SBP）交流

フェアにて最優秀賞の文部科学大臣賞をいただきました。

成り立ち

このクラブは学校の部活動として、2001年に発足しました。30人ほどの部員で数か

所の高齢者施設や障がい者施設でのボランティア活動を行っていましたが、2009年、松

本先生が顧問として就任されたのを機に、クラブの理念と行動指針を一新し、活動範囲

と部員数を大幅に増やし、2023年にNPO法人みんなのひみつきちを発足させるまでに発

展し、現在、90人の部員で16種類、試験の期間を除いて毎週土日、夏休みなど年間300

回の活動を行っています。高等学校のボランティア活動の部活動としては、全国最大級

の規模に発展しました。

こんな活動をしています



部員の声（やりがい）

こんな活動もしています

(3)施設訪問……市内の高齢者施設や障がい者施設、子育て施設、

子ども食堂などで利用者の皆さんとのコミュニケーションや施設

運営のお手伝いなどをしています。長年培ったノウハウを生かし

て、手遊びや体遊びなどのレクリエーションも行っています。

(4)イベント運営……地域のお祭りなどの小規模のイベントをはじめ、市外で開催され

る大規模なイベントなどの運営のお手伝いもします。また、イベントによっては、ダ

ンスステージや物品販売、ミニゲームの企画、運営などを行っています。

(5)物販……東北地方から仕入れた純国産のハチミツを購入することで、被災地支援に

つながる商品や障がい者が事業所で作ったクッ

キーやフィナンシェ、リーフパイなどの障がい

者支援商品などを販売しています。

(6)募金……今年は能登半島の地震と豪雨で被災

した方の募金運動をＪＲ高蔵寺駅で行いました。

(7)ダンス……地域のお祭りや普段訪問している

施設、また遠方に出向いてパフォーマンスをし

ています。馴染みのある曲を中心に、K―popや昔懐かしい曲

など、会場の皆さんと一緒に踊れる曲も取り入れています。

(8)パラクティブツアー……2022年のソーシャルビジネスプ

ロジェクト大会をきっかけに始まったNEXCO中日本サービス

との共同プロジェクトです。これは、障がい者とその家族の

旅行ツアーに私たち部員が同行し、快適な旅行のお手伝いを

するというものです。事前に私たちが旅行先を視察し、安全

に旅行ができるように準備をしています。

企画や実行することが楽しい。子どもの笑顔や「ありがとう」と言われるとうれしい。

人前に立つことが苦手だったが、ダンスでお客さんが笑顔になるのがうれしい。無料塾

で教えている子どもが笑顔になるのがうれしい。部活をやっていなかったら会えなかっ

た人に出会えた。パラクティブツアーで「ありがとう」と笑顔で言われるとうれしい。

（問い合わせ）クラブ顧問・松本（090-2677-9935）



市民活動団体イベントカレンダー（ R７.１～３月）

日付・時間 イベント名 場所・定員・料金・その他 実施団体・問い合わせ先

1月4日(土)、11日(土)
2月1日(土)
3月1日(土)、3月8日(土)
13:00～15:00

かたつむりの里

場 所：高蔵寺ふれあいセンター
参加費：100円

精神保健福祉ボランティアグループ「かた
つむり」
担 当：浅井 博子
連絡先：春日井保健所こころの健康
推進グループ 0568-31-0750

1月19日(日)、3月16日(日)
14:00～16:00

語り場

1月11日(土) 、3月8日(土) 
9:00～12:00

高森山整備（除伐、下草刈り）
場 所：高森山公園

※北口駐車場集合
対象者：中学生以上
持ち物：長袖、長ズボン、軍手、スニーカー

NPO法人高蔵寺どんぐりs
担 当：堀内 泰
申 込：氏名、年齢（学年）、電話
番号を書いてメールで
yhoriuchi1015@yahoo.co.jp
連絡先：090-1287-1258

2月8日(土)
9:30～12:00

高森山整備（除伐、下草刈り）
※高蔵寺まちづくり（株）フォレストサポート
部合同整備（森づくりの講話もあり）

1月25日(土) 
9:00～12:00

冬の自然観察会
冬に飛来する野鳥や生き物の生態を観察

場 所：築水池周辺～岩船神社
※少年自然の家第3駐車場集合

定 員：20人（先着順）
持ち物：長袖、長ズボン、軍手、スニーカー

3月29日(土) 9:30～12:00
※雨天時3月30日(日)

高森山でツツジを見よう会
高森山に初春に咲き乱れるコバノミツバツツ
ジを愛でる会（ガイド付き。ネイチャーゲーム
もあり）

場 所：高森山公園
定 員：50～100人（先着順）
持ち物：長袖、長ズボン、スニーカー

1月11日(土) 
12:30～13:30
※13:50～16：00は福祉を考える映
画上映（申込不要）

「ボランティア活動展」
アレルギーと災害対策（自助の備え）に関
する展示

場 所：市民会館

アレルギー歩みの会
担 当：田中 香
連絡先：
allergy.ayumi@gmail.com

2月2日(日) 14:00～
※13:00開場

まちかどコンサート
トリオかさね

場 所：メニコンANNEX HITOMIホール
入場料：一般 3,000円

学生 2,000円

「花の詩」
担 当：鈴木たか子
連絡先：090-4199-1725

2月15日(土) 
9:30～11:30

県道53号線のごみ拾い
場 所：県道53号の植物園以北

※少年自然の家第3駐車場集合
定 員：20人（先着順）

みどりのまちづくりグループ
担 当：境 幹廣
連絡先：090-4465-6155
sakai1950@gmail.com３月25日(月)※予定

9:00～11:30
シデコブシ開花調査
※調査日は開花状況をみて確定

場 所：西尾町シデコブシ群落西尾
※集合場所は連絡先へお問い合
わせください

定 員：10人（先着順）

発行 ささえ愛センター（春日井市市民活動支援センター）

場 所 ：春日井市春見町３番地（春見公園すぐとなり）
開館日時 ：火曜～日曜 9:00～21:30（月曜、12/29～1/3は休館）
機 能 ：ボランティア・NPOの相談窓口や関連講座など

春日井市内で活躍している市民活動団体やボランティアに関心のある市民の方々を支援しています。

sasae-i@city.kasugai.lg.jp
TEL: 0568-56-1943
FAX: 0568-56-4319

https://kasugai.genki365.net/

トップページのバナー広告主募集中！（ https://www.city.kasugai.lg.jp/shisei/seisaku/koukokujigyou/1006003.html ）

※記載のイベントは今後中止となる可能性がありますので、参加希望の方は実施団体にお問い合わせください。

無料塾「みんなのひみつきち」は、様々な理由で塾に通えない子どもたちにとって、救

世主になるだろう。また、勉強をする場だけでなく、居場所のない子どもたちにとっては

オアシスのような存在である。もうひとつ感心したのは、これだけ多くの活動を生徒が議

論しながら独自の企画を立て、実行し反省会を開いてさらにバージョンアップを図ってい

くという積極性である。（K・K）

取材を終えて
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